
平 成 ２６ 年 度

決 算 報 告 書

第 11 期

国立大学法人 徳島大学



国立大学法人徳島大学

（単位：百万円）

差　　額
（決算－予算）

 収入

運営費交付金 12,970 13,742 772 （注１）

施設整備費補助金 1,662 1,100 △ 561 （注２）

設備整備費補助金 151 151 -

補助金等収入 228 771 542 （注３）

国立大学財務・経営センター施設費交付金 46 46 -

自己収入 25,441 25,796 355

授業料、入学料及び検定料収入 4,188 4,207 18

附属病院収入 20,656 20,989 332 （注４）

雑収入 596 593 △ 2

財産処分収入 - 6 6

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 2,446 3,104 657 （注５）

引当金取崩 - 76 76 （注６）

長期借入金収入 3,051 2,985 △ 66 （注７）

目的積立金取崩 - - -

45,998 47,774 1,775

 支出

業務費 36,198 36,434 236

教育研究経費 16,501 16,163 △ 337 （注８）

診療経費 19,696 20,270 574 （注９）

施設整備費 4,760 4,131 △ 628 （注10）

補助金等 379 921 541 （注11）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 2,446 3,179 732 （注12）

長期借入金償還金 2,213 2,164 △ 48

- 2 2

45,998 46,834 835

- 939 939
 ※ 決算報告書は百万円未満切り捨てにより作成しています。

〇予算と決算の差異について
（注１）

（注２）

（注３）

（注４）

（注５）

（注６）

（注７）

（注８）

（注９）

（注10）

（注11）

（注12）

引当金取崩については、主としてＰＣＢ廃棄物の処理に伴う引当金の取崩を行ったため、予算額に比して決算
額が多額となっています。

長期借入金収入については、一般競争入札の結果により借入必要額が減少したため、予算額に比して決算額が
少額となっています。

附属病院収入については、手術件数の増や新たな入院基本料等加算の取得等により、予算額に比して決算額が
多額となっています。

産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、競争的資金の獲得等により、予算額に比して決算額が多額
となっています。

施設整備費については、（注２）に示した理由等により、予算額に比して決算額が少額となっています。

補助金等については、（注３）に示した理由等により、予算額に比して決算額が多額となっています。

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、（注５）に示した理由等により、予算額に比して決算額
が多額となっています。
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区　　　　分 予　算　額 決　算　額 備　　考

教育研究経費については、業務達成基準適用事業費の繰越等により、予算額に比して決算額が少額となってい
ます。

診療経費については、（注４）に示した理由等により、予算額に比して決算額が多額となっています。

計

計

収入－支出

施設整備費補助金については、地域創生・国際センター新営事業が翌年度に繰越となったため、予算額に比し
て決算額が少額となっています。

補助金等収入については、国からの補助事業等の獲得に努めたため、予算額に比して決算額が多額となってい
ます。

運営費交付金については、前年度繰越額及び、予算段階では予定していなかった年俸制導入等に伴う特別運営
費交付金が交付されたことにより、予算額に比して決算額が多額となっています。

　 国立大学財務・経営センター施設費納付金


